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【本研究成果のポイント】 

・実際にあったトラックドライバーによる居眠り運転事故のドライブレコーダー映像分析から、

衝突直前の居眠りの実態はマイクロスリープ（別名；瞬眠）であることを明らかにしました。 

・トラックドライバーの居眠り運転事故は、一般道路では追突事故、高速道路では側面衝突事故

が多く、年齢的には若年層、時間帯的には夕方・深夜・早朝に多い傾向がありました。 

・今後、トラックドライバーの居眠り運転事故を防止するために、産学連携により得られたマイ

クロスリープ関連行動に関する今回の研究成果の活用が期待されます。 

 

本成果につきまして、下記のとおり記者説明会を開催し、ご説明いたします。 

ご多忙とは存じますが、是非ご参加いただきたく、ご案内申し上げます。 

 

日 時：令和 5 年 4 月 28 日（金） 11 時 00 分～12 時 00 分 

                        （10 時 30 分から受付） 

場 所：広島大学霞キャンパス 臨床管理棟 3F 大会議室 

出席者：広島大学大学院医系科学研究科 睡眠医学講座 寄附講座教授 塩見利明 

    広島大学大学院医系科学研究科 睡眠医学講座 寄附講座准教授 熊谷元 

 

【概要】 
広島大学大学院医系科学研究科睡眠医学講座・塩見利明寄附講座教授、熊谷元寄附講座准教授、

川口健吾研究員及び同大学院人間社会科学研究科・林光緒教授らの研究グループは、実際にあっ

た 52 件のトラックドライバーの居眠り運転事故を研究し、特に居眠り運転事故直前のドライブ

レコーダー映像の詳細な分析から、衝突直前の運転中の居眠りの実態がマイクロスリープである

ことを突き止め
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に、産学連携により得られたマイクロスリープ関連行動に関する今回の研究成果の活用が期待さ

れます。 

本研究の成果は、2023 年４月 12 日に国際学術雑誌「Accident Analysis and Prevention」

に掲載されました。 

 

＜発表論文タイトル＞ 

Dashcam video footage-based analysis of microsleep-related behaviors in truck 

collisions attributed to falling asleep at the wheel 

 

＜著者＞ 

Hajime Kumagai1,*, Kengo Kawaguchi1, Hiroyuki Sawatari1, Yuka Kiyohara1, Mitsuo 

Hayashi1, and Toshiaki Shiomi1  

1：広島大学大学院医系科学研究科 

＊: 責任著者 

 

＜掲載雑誌＞ 

Accident Analysis and Prevention 187 (2023) 107070 

https://doi.org/10.1016/j.aap.2023.107070 

 

【背景】 

トラックドライバーの居眠り運転による事故は、人的・物的被害が甚大なことが多く、その事

故の深刻さと死亡リスクから社会的に大きな関心事となっています。トラックにおいても衝突被

害軽減ブレーキ（AEB）、車線逸脱抑制装置などの安全支援装置は年々進化していますが、居眠り

運転事故の防止には至っていません。 

マイクロスリープ（別名：瞬眠）とは 15 秒未満の短い睡眠です。マイクロスリープの評価に

おいて、実際の運転中に脳波電極を装着しマイクロスリープを評価することは困難であり、運転

シミュレーションでは実際にあった衝突事故での運転パフォーマンスに対するマイクロスリープ

の影響を正確に反映しない可能性があるなどの課題があります。また、これまでの研究の多くは、

運転シミュレーションや顔のサンプル映像等を用いて眠気を評価、あるいはドライバーの目や顔

のような局所や車両挙動のみを映像で評価しており、私たちの研究で行ったような実際にあった

衝突事故のドライブレコーダー映像を用いて居眠り運転事故を包括的に分析した研究論文は未だ

にありません。 

そこで私たちは、トラックドライバーの居眠り運転事故の実態を解明するため、実際に起こっ

た衝突事故直前のドライブレコーダー映像を用いて睡眠医学及び行動科学の立場から学際的な研



 

【今後の展開】 

本研究から、マイクロスリープは居眠り運転事故直前に頻発することが判明しました。マイク

ロスリープ関連行動は段階的に変化する特徴があることから、トラックドライバーの全身像と車

両挙動を同時にモニタリングすることが重要です。今後、トラックドライバーの居眠り運転事故

を防止するために、産学連携により得られたマイクロスリープ関連行動に関する今回の研究成果

の活用が期待されます。 

 

【研究支援】 

当睡眠医学講座は、福山通運株式会社による寄附講座です。 

 

【用語説明】 

１．マイクロスリープ（瞬眠）：15 秒未満の短い睡眠 

 

【参考資料】 

表 1：衝突事故直前 1 分間のマイクロスリープ関連行動の分類と頻度 

分類 行動 具体的な行動 (例) 頻度 (%) 

抗眠気行動 触る 無意識に顔、頭、身体を触る 46.2 

 ストレッチ 上半身や腕を伸ばす 40.4 

 貧乏ゆすり 脚をイライラと動かす 15.4 

 大声を出す 大きな独り言を言う、叫ぶ 13.5 

 欠伸 意図しない深呼吸 7.7 

 素早い瞬き 意図的な速い瞬き 5.8 

 叩く 意図的に顔や身体を叩く 5.8 

マイクロスリ

ープ行動兆候 
体動の停止 

抗重力筋の弛緩 

（例：頭部が前に落ちる） 
75.0 

 
半眼 

ゆっくりとした瞬き 

半分以上の不完全な閉眼 
19.2 

 閉眼 1 秒以上の完全な閉眼 15.4 

車両挙動異常 不自然な車線逸脱 蛇行 78.8 

 
不自然な減速 

先行者のいない直線道路での

10%以上の不自然な減速 
59.6 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

図 1：一般道路、高速道路におけるマイクロスリープ（瞬眠）関連行動の経時的変化  

 
 

 

【お問い合わせ先】 

大学院医系科学研究科 睡眠医学講座 片山絵美子 熊谷元 

Tel：082-257-1922 FAX：082-257-1922 

E-mail：emikok@hiroshima-u.ac.jp（片山） 

kumaguy88@hiroshima-u.ac.jp（熊谷） 

 発信枚数：Ａ４版 5 枚（本票含む） 
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（別紙） 

【ＦＡＸ返信用紙】 

 

FAX：０８２－４２４－６０４０ 

広島大学 広報室 行 

 

 

記者説明会（4 月 2８日（金）11 時 00 分開始・霞キャンパス）のご案内 

 

ZOOM 参加可能 

 

 

日 時：令和５年 2 月 8 日（水）11 時 00 分〜12 時 00 分 

 

日 時：令和５年 4 月 28 日（金）11 時 00 分〜12 時 00 分 

場 所：広島大学霞キャンパス 臨床管理棟 3F 大会議室 

   □ ご出席（会場での参加） 

   □ ご出席（ZOOM での参加） 

 

 

貴社名：                           

 

部署名：                           

 

ご芳名：                           

 

電話番号：                          

 

メールアドレス：                       

 

 

※ZOOM で参加希望の方は、事前に招待メールをお送りしますので、必ず E-mail の 

記載をお願いいたします。 

 

※ 誠に恐れ入りますが、取材いただける場合には、上記にご記入頂き、4 月 27 日（木）

正午までにご連絡ください。 

 

 

 

 

居眠り運転事故直前でのマイクロスリープ（瞬眠）を検知 

～トラックドライバーのドライブレコーダー映像研究～ 
 


